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コラム＊ねんきん瓦版

　日本年金機構は、国民年金保険料の納め忘れ
がある人に対する「電話や文書、戸別訪問によ
る納付督励」「保険料の収納業務」「免除など申
請の勧奨業務」について、民間委託を実施して
います。
　「競争の導入による公共サービスの改革に関
する法律」に基づいて「市場化テスト事業」とし
て導入したものです。これまで官公庁が行って
きた事業について、民間事業者の参入機会を広
げ、民間事業者の創意工夫やノウハウを活用す
ることで、低コストでより良いサービスの提供
を目指します。
［市場化テスト受託事業者］
▷アイ・シー・アールバックスグループシー・
　ヴィ・シー共同企業体
▷㈱アイヴィジット
▷㈱オリエントコーポレーション

▷キャリアリンク㈱
▷㈱バックスグループ
▷日立トリプルウィン㈱
※ 詳しくは、お近くの年金事務所国民年金課へお
　問い合わせください。
※市場化テスト事業者は個人情報保護の管理を徹
　底していますので、皆さんのご理解とご協力を
　お願いします。
※受託事業者の担当地区などの詳細については、
　日本年金機構ホームページをご確認ください。
　http://www.nenkin.go.jp/
【問い合わせ】
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

国民年金保険料収納業務の市場化テストについて

　インターネットは私たちの生活を便利で豊か
にする反面、誤った使い方をすると人権侵害に
つながる恐れもあります。人権侵害の例には①
他人への誹謗中傷②無責任なうわさ③個人情報
の流出④差別表現⑤嫌がらせメール⑥ネットい
じめ―などがあります。
　今、子どもたちの間では「ネットいじめ」が大
きな問題になっています。自分の知らないとこ
ろで広められる悪口やうわさ、知らない相手か
ら次々に送られてくるメールなどで、人間関係
がこじれたり、人間不信に陥ったり……。それ
らが原因で不登校や心の病になる子どもが多い
といわれています。
　子どもたちが、被害者にも加害者にもならな
いよう、大人（保護者）が利用状況を把握する努
力をし、人権の視点から注意し指導をしていく
ことが大切です。

インターネットによる人権侵害を防止するために

●インターネットを使う前に、利用者は―
▷パソコンや携帯電話の向こうには人間がいる
　ことを意識する
▷書き込みになどよって傷ついたり悩んだりす
　る人がいないか考える
●家庭では―
▷パソコンやメールの使い方、時間などのルー
　ルを作る
▷保護者が子どもの利用状況を把握し、適切な
　指導を行う
※もし人権侵害と思われるときには、情報の発信
　者などに記録の削除を要請してください。対応
　できない場合は、法務局にご相談ください。
【相談・問い合わせ】
松山地方法務局大洲支局
☎０８９３（５０）５０５５

インターネットと人権

人権コラム＊幸せへの道
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ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
車

で
お
越
し
の
場
合
は
、
町
並
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
会
期
中
は

午
後
５
時
か
ら
駐
車
無
料
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

●
開
催
日
時

　

９
月
７
日（
日
）・
８
日（
月
）

　

午
後
６
時
頃
～
９
時

●
場
所　

八
日
市
護
国
伝
統
的
建
造

　

物
群
保
存
地
区

●
主
な
催
し

・
行
灯
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

・
踊
り
や
琴
の
演
奏

・
月
見
団
子
の
販
売
な
ど

●
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

開
催
日
の
午
後
７
～
９
時
の
間
、

町
並
保
存
地
区
で
交
通
規
制
を
行
い

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

月
明
か
り
の
下
で
町
並
み
散
策

「
八
日
市
町
並
観
月
会
」

行灯が町並みを照らす

▽
内
子
町
内
の
屋
外
で
看
板
・
貼
り

　

紙
な
ど
の
広
告
物
を
表
示
す
る
場

　

合
は
、
内
子
町
屋
外
広
告
物
条
例

　

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

▽
屋
外
広
告
物
の
表
示
に
関
す
る
工

　

事
を
発
注
す
る
場
合
は
、
県
に
登

　

録
さ
れ
た
屋
外
広
告
業
者
に
依
頼

　

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　

平
成
29
年
の
愛
媛
国
体
開
催
に
向

け
、
県
・
市
町
が
連
携
し
て
会
場
周

辺
・
交
通
要
所
・
観
光
地
な
ど
の
違

反
屋
外
広
告
物
の
除
却
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

信
号
機
や
道
路
標
識
に
貼
ら
れ
た

ス
テ
ッ
カ
ー
・
貼
り
紙
な
ど
は
違
反

屋
外
広
告
物
に
な
り
ま
す
。
見
か
け

た
場
合
は
総
務
課
へ
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

―
美
し
い
ま
ち
な
み
で
お
も
て
な
し

―

９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
運
動
強
化
月
間

●
検
査
日
程
（
10
月
）

【
問
い
合
わ
せ
】

○
産
業
振
興
課（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

○
愛
媛
県
計
量
検
定
所

☎
０
８
９
（
９
４
７
）
４
０
０
１

　

特
定
計
量
器（
は
か
り
）
の
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
。

　

取
引
や
証
明
に
、
は
か
り
を
使
用

し
て
い
る
人
は
、
計
量
法
に
よ
り
２

年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
合
格
シ
ー
ル
の
な

い
は
か
り
は
、
原
則
と
し
て
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

前
回
検
査
を
受
け
た
人
は
、
後
日

通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
日
時
に
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
当
日
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
お
近
く
の
会
場
で
必
ず
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
家
庭
用
の
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー

ル
や
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
、
検

査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

日

時
間

場
所

１ 

水
午
前
10
時

～
午
後
３
時

内
子
町

林
業
セ
ン
タ
ー

２ 

木
午
前
10
時

～
11
時
30
分

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央

田
渡
経
済
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時

～
２
時
30
分

Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き

大
瀬
支
所

３ 

金
午
前
10
時

～
午
後
３
時

内
子
分
庁

６ 

月
午
前
10
時

～
午
後
３
時

内
子
分
庁

７ 

火
午
前
10
時

～
午
後
３
時

内
子
町
役
場

（
本
庁
）

（　）（　）（　）（　）（　）
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

27
年
２
月
ま
で

●
実
施
地
域　

　

内
子
上
水
道
給
水
区
域

●
委
託
業
者　

　

水
本
水
道（
内
子
町
知
清
１
番
地
）

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
上
下
水
道
対
策
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
８

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
有
効
期
限
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
８
年
ご
と

に
交
換
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

内
子
町
で
は
27
年
３
月
ま
で
に
有
効

期
限
満
了
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー

を
対
象
に
交
換
を
実
施
し
ま
す
。　

　

作
業
は
民
地
に
立
ち
入
っ
て
行
い

ま
す
。
お
住
ま
い
の
人
に
声
を
掛
け

て
か
ら
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

水
道
メ
ー
タ
ー
定
期
交
換
の
お
知
ら
せ



町からのお知らせ

●右の申込用紙に必要事項を
記入の上、ＦＡＸでご応募く
ださい。ワークショップは応
募者多数の場合、連日受講可
能な人を優先します。●定員
になり次第、締め切ります。
●実技を受講する人は、動き
やすい服装、上履きを持参し
てください。●受講料は受講
初日に、受付でお支払いくだ
さい。●９月27日（土）に交
流会があります。希望の人は
お問い合わせください。

講師・講座概要

鴻上　尚
しょうじ

史さん

小林　七
な な お

緒さん

高
た か と

都　幸
ゆ き お

男さん

スズキ拓
たくろう

朗さん

流
りゅうざんじ

山児　祥
しょう

さん

和田　喜
よ し お

夫さん

徳永　高
た か し

志さん

《実技》物語をつくろう１
▷開催日　20、21、26 ～ 28日
▷対象　一般（参加費3,000円）
　　　　学生（参加費2,000円）

《実技》こえとからだのレッスンほか
▷開催日　26、27日
▷対象　一般（参加費1,000円）
　　　　学生（参加費500円）

《実技》子ども演劇体験
▷開催日　27日
▷対象　小学４年生～中学生
　　　　（参加費500円）

《実技》物語をつくろう２
▷開催日　21、26 ～ 28日
▷対象　一般（参加費2,500円）
　　　　学生（参加費2,000円）

《座学》流山児祥と戯曲を読む
▷開催日　28日
▷対象　一般・学生（参加費500円）

《実技》朗読講座
▷開催日　27日
▷対象　一般（参加費1,000円）
　　　　学生（参加費500円）

《座学１》内子座を知ろう
▷開催日　21日
▷対象　一般・学生（参加費無料）

《座学２》劇場の成り立ちを知ろう
▷開催日　28日
▷対象　一般・学生（参加費500円）

《シンポジウム》内子の劇場と劇場の未来を語ろう
▷開催日　28日
▷対象　一般・学生（参加費無料）

きく
知る
まなぶ
「郷土学講座」のお誘い

　内子町では、新しい『内子町誌』の編さんに
取り組んでいます。期間は 28 年度末までで、「文
化」「民俗」「歴史」の３編に分けて順に発刊し
ていく計画です。
　現在は、編集委員を中心に「文化」編の調査
執筆活動を進めています。
　この事業の一環として、郷土学の魅力や面白
さを発信する「郷土学講座」を開講します。
　地域の歴史や先人の歩みを知る郷土学。そこ
には、私たちの暮らしやこれからのまちづくり
に役立つヒントが、たくさん隠されています。
町誌の編さん過程で新たに見つかる事実なども
織り交ぜながら、毎回さまざまなテーマでご案
内します。ぜひご参加ください。

［第１回講座］
●日時　９月 30 日（火）　午後７時～
●場所　内子自治センター　多目的ホール
●演題　「最新の寺院調査成果に学ぶ
　　　　 　 ―四国遍路開創 1200 年の真実―」
●講師　胡

えべす

　光
ひかる

　愛媛大学法文学部准教授
●受講料　無料
　　　　　（事前の申込は不要です。）
●主催　内子町教育委員会

［問い合わせ］
内子町教育委員会（内子分庁内）
自治・学習課　町誌編さん室
☎０８９３（４４）２１１４
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演
劇
大
学
と
は
日
本
演
出
者
協
会

が
演
劇
の
振
興
の
一
環
と
し
て
、
国

内
外
で
活
躍
す
る
演
出
家
を
招
き
、

短
期
間
に
集
中
し
て
セ
ミ
ナ
ー
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
も
の
で
す
。

　

年
齢
、
経
験
を
問
わ
ず
、
演
劇
の

奥
深
さ
を
体
験
で
き
る
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

９
月
20
日（
土
）、
21
日

　
（
日
）、
26
日（
金
）
～
28
日（
日
）

●
場
所　

内
子
座
、
内
子
自
治
セ
ン

　

タ
ー
他

●
申
込
方
法　

下
部
参
照

●
申
込
期
限　

９
月
18
日（
木
）

※
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、
期
限
前

　

に
締
め
切
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。

●
主
催　

文
化
庁
、
一
般
社
団
法
人

　

日
本
演
出
者
協
会

●
共
催　

内
子
町
、
内
子
町
教
育
委

　

員
会

※
詳
し
い
日
程
・
内
容
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

nformationＩ

▽
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任　

食

　

事
や
水
分
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ

　

せ
な
い
な
ど
、高
齢
者
の
身
体
的
・

　

精
神
的
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
。

▽
経
済
的
虐
待　

日
常
生
活
で
必
要

　

な
金
銭
を
渡
さ
な
か
っ
た
り
、
預

　

貯
金
や
年
金
な
ど
を
本
人
の
合
意

　

な
し
に
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
。

▽
性
的
虐
待　

本
人
を
辱
め
る
性
的

　

な
行
為
を
し
た
り
、
わ
い
せ
つ
な

　

行
為
を
強
要
し
た
り
す
る
こ
と
。

●
介
護
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

　

高
齢
者
の
介
護
は
考
え
る
以
上

に
大
変
な
こ
と
で
す
。
高
齢
者
へ
の

虐
待
が
増
え
て
い
る
こ
と
の
原
因
に

は
、
介
護
者
の
身
心
の
疲
労
が
あ
り

ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用

し
て
、
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
を
緩
和

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
の
負
担
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た

り
、
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
困
っ
た

と
き
や
悩
ん
だ
と
き
に
は
無
理
を
せ

ず
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
が
増
え
社
会
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
子
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
虐
待

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
地
域
や
家

庭
の
気
遣
い
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
み
ん
な
で
高
齢
者
や
介
護
者
を

見
守
り
、
支
え
合
っ
て
高
齢
者
へ
の

虐
待
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
虐
待
と
は
　

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は「
高
齢

　

者
」を
65
歳
以
上
の
人
と
し
た
上

　

で
、
高
齢
者
に
対
し
て
人
権
を
侵

　

害
し
、
身
心
に
深
い
傷
を
負
わ
せ

　

る
こ
と
を「
高
齢
者
虐
待
」
と
定

　

義
し
て
い
ま
す
。

●
次
の
行
為
は
「
虐
待
」
で
す

▽
身
体
的
虐
待　

暴
力
行
為
に
よ
っ

　

て
、
体
に
傷
や
あ
ざ
、
痛
み
を
与

　

え
る
行
為
。
外
部
と
の
接
触
を
意

　

図
的
・
継
続
的
に
遮
断
す
る
行
為

　

も
虐
待
で
す
。

▽
心
理
的
虐
待　

威
圧
的
な
言
動
や

　

態
度
で
脅
し
や
侮
辱
を
与
え
る
行

　

為
。
無
視
し
た
り
、
嫌
が
ら
せ
を

　

し
た
り
し
て
精
神
的
な
苦
痛
を
与

　

え
る
こ
と
。

高
齢
者
へ
の
虐
待
を
な
く
そ
う

―
―
介
護
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
―
―
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